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16年度総会を終えて（H16．522）
　　　　各世帯より会費をいただきました。ご協力ありがとうございました。

15年度決算報告

．5％　　 消耗品費90千円1．8％

通信運搬費70千円1．4％

負担金3千円o．t％

旅　費1千円0．1％

16年度予算額

．9％

　　　16年度活動助成費は下記の組織団体に助成されました。

15地区青少年育成組織　　　　　　　　　青少年育成団体

組　織　名 助成金額（円） 組　織　名 助成金額（円）

外　ヶ　輪　小　学　校　区

青少年育成連絡会
320，000 市子ども会連合会 500，000

御免町　・一中校区
健　全　育　成　会　議

325，000 市　健　民　少　年　団 96，000

猿　橋　小　学　校　区

青少年健全育成協議会
405，000 市スポーツ少年団 120，000

二　　葉　　地　　　区

青少年育成協議会
261，000

ボ　ー　イ　ス　カ　ウ　ト

新　発　田　第　1　団
49，000

住　吉　小　学　校　区

青少年育成協議会
262，000 車野地区緑の少年団 36，000

松　　浦　　地　　　区

青少年健全育成協議会
112，000 市少年団体連絡協議会 20，000

佐　　々　　木　　地　　区

青少年健全育成会議
131，000 市少年補導　・相談

委　　　　　員　　　　　会
50，000

川　　　東　　　地　　　区

青少年育成協議会
151，000

組織一元化育成モデル事業助成金
五　十　公　野　地　区
健　全　育　成　協　議　会

179，000 組　織　名 助成金額（円）

米　倉　小　学　校　区

青少年健全育成協議会
80，000

川東地区すこやかな子ども

を　　育　　て　　る　　会
50，000

菅　　谷　　地　　区
青少年健全育成協議会

111，000 さわやか佐々木っ子育成会 50，000

赤　　谷　　地　　　区

青少年育成協議会
69，000

加　　　治　　　地　　　区

青少年健全育成協議会
173，000

東　豊　小　学　校　区

青少年育成協議会
311，000

※　組織一元化育成モデル事業は、各地域に

おける青少年健全育成団体等の組織が多く、

事業内容等が重複していることから、「すこ

やかな子どもを育てる会」と「地域育成協」

の一本化をモデル的に推進します。今年度、

取り組みを希望した2地区に助成を行うも
のです。

豊　　　浦　　　地　　　区

青少年育成協議会
316，000
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